






















いては､磁場をC軸に平行にかけたときγは増大 し､C軸に垂直な場合は減少 した｡ ま
たPrN15においては磁場をC軸に垂直にかけた･とき結晶場の基底状態と励起状態のクロ
















を作製した｡嘩 70fLm､高さ 2.7jLm､長さ 28.2mmのチャンネルが横に 80本並んだもの
となっている｡音波を励起､検知するトランスデューサーは容量変換型でチャンネルの両端部に
配置される｡このセルの特徴はトランスデューサーの振動面が音波の伝播方向と垂直になってい
る点である｡これはスーパーリークが何層も積み重ねられないという制限から考案した｡
4Heでテストした結果､気体､常流体､起流体といった流体力学的変化を反映する音波セルが
できたことがわかった｡
今後は音波の測定が行えるセルを開発し3Heでの実験へ移行する計画である｡
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